
54野 菜 情 報 2019.10

１　はじめに

カナダはロシアに次いで世界第２位の国
土面積を有するが、その多くは森林、湖沼
地、山岳などである。また、北部は寒冷な
気候のため農業生産には適しておらず、農
用地は国土面積の6.5%程度となっており、
ほとんどが米国との国境線付近に集中して
いる。野菜の生産に関しては、トロント、
モントリオールなどの大都市を抱えるオン
タリオ州とケベック州、そしてバンクー

バーを抱えるブリティッシュコロンビア州
で盛んである（図１）。2017年のデータで
は、カナダから輸出される野菜の53%が施
設栽培であり輸出に大きく貢献している。
日本におけるカナダからの生鮮トマト輸入
量は、2016年以降、上昇傾向で推移して
おり（図２）、生鮮トマト輸入量の約10%

（2018年実績）を占めている。野菜につい
ては輸出国であると同時に輸入国でもある
カナダであるが、日本への野菜輸出につい
ては冷凍ばれいしょに次いで生鮮トマトが

カナダのトマト生産・流通
および日本への輸出動向

【概要】

カナダでは、米国との国境沿いに農用地が多く、野菜については施設栽培が大きな輸出
産業となっている。トマトの最大の輸出先は米国であり、メキシコ産とのすみ分けができ
ており安定した市場を確保している。日本向けのトマト輸出は、割合としてはわずかであ
るが、数量は増加傾向で推移している。トマト生産企業の規模は大きくM&Aが積極的に
展開され、国境を越えて生産を行っているほか、独自の品種開発も行っているが、日本と
同様に労働力の確保が大きな課題となっている。
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図１　野菜の主産地

資料：STAT CANADA（カナダ統計局）
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図２　国別・生鮮トマトの輸入量の推移

図３　国別・生鮮トマトの輸入単価の推移

資料：財務省　「貿易統計」

資料：財務省　「貿易統計」

多い。今回は同国のトマトの生産、流通、
輸出状況について報告する。

なお、本稿中の為替レートについては、
１カナダ・ドル＝ 82円（2019年８月末
TTS相場81.71円）を使用した。

２　日本市場におけるカナダ産トマト

2018年の生鮮トマトの輸入量は9198
トンとなっており、同年の国産トマトの出
荷量65万7100トンに対する割合は高くな
い。輸入先国は、近年、米国産が減ってい
る一方で韓国産、メキシコ産、カナダ産が

増えている（図２）。輸入単価を見ると、
韓国産とニュージーランド（以下「NZ」
という）産が１キログラム当たり300円前
後で推移しており、米国産とカナダ産、メ
キシコ産が同400〜500円前後、オランダ
産が同800円前後と国によって価格帯がき
れいに分かれている（図３）。また、用途
と種類については、韓国産とNZ産は主に
外食・中食向けで韓国産はミニトマト、
NZ産は大玉とすみ分けができている。米
国産、カナダ産、メキシコ産も主に施設栽
培のミニトマトで業務用のほか、外資系
スーパーマーケットで販売されている。
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３　�トマトの生産をめぐる動向

2017年のカナダにおける露地野菜の生
産量は、217万8558トンで前年比2.7％
減となった（表１）。最大の産地はオンタ
リオ州で、次いでケベック州となっている。
オンタリオ州の露地栽培の生産量は施設栽
培よりも多いが、生産額では逆転して施設
栽培が64.7%を占めている。同州は施設
数が多いことに加え、１施設当たりの規模

が大きい傾向にある（表２）。露地野菜で
最も生産量が多い品目はトマトで47万
8960トン（22%）、次いで、にんじん36
万952ト ン（ 同17%）、 た ま ね ぎ23万
314トン（同11%）となっている（表３）。
カナダでは、気象条件が厳しく、露地栽培
での周年供給が難しいことから、早い段階
から施設園芸のハイテク化が進んでおり、
トマト、パプリカ、きゅうりが施設におけ
る主要品目である（表４）。

表１　野菜主要産地の生産量および生産額

州
２０１６年 ２０１７年

生産量（千トン） 生産額（百万円） 生産量（千トン） 生産額（百万円）
施設 露地 計 施設 露地 計 施設 露地 計 施設 露地 計

オンタリオ
424.5 1,257.7 1,682.2 70,503 40,568 111,071 438.7 1,193.1 1,631.7 75,530 41,150 116,680
25.2% 74.8% 100% 63.5% 36.5% 100% 26.9% 73.1% 100% 64.7% 35.3% 100%

ケベック
27.9 700.4 728.3 8,107 35,691 43,798 38.8 686.5 725.3 10,294 35,383 45,678
3.8% 96.2% 100% 18.5% 81.5% 100% 5.3% 94.7% 100% 22.5% 77.5% 100%

ブリティッシュ
コロンビア

90.9 71.2 162.1 24,144 6,961 31,104 120.4 64.6 185.0 23,860 7,987 31,847
56.1% 43.9% 100% 77.6% 22.4% 100% 65.1% 34.9% 100% 74.9% 25.1% 100%

カナダ合計
605.0 2,238.3 2,843.3 109,155 97,520 206,675 634.5 2,178.6 2,813.1 116,924 99,476 216,399
21.3% 78.7% 100% 52.8% 47.2% 100% 22.6% 77.4% 100% 54.0% 46.0% 100%

資料：Statistics Canada（カナダ統計局）

表３　露地野菜の生産量（2017年）
品目 生産量（千トン） 割合

トマト 479.0 22.0%

にんじん 361.0 16.6%

たまねぎ 230.3 10.6%

スイートコーン 191.4 8.8%

キャベツ 159.4 7.3%

レタス 86.5 4.0%

かぼちゃ 82.6 3.8%

パプリカ 68.1 3.1%

きゅうり 61.1 2.8%

豆類 51.9 2.4%

合計 2,178.6 100.0%
資料：Statistics Canada（カナダ統計局）
　注：青果および加工向け

表４　施設野菜の生産量（2017年）
品目 生産量（千トン） 割合

トマト 277.9 43.8%

きゅうり 206.2 32.5%

パプリカ 139.1 21.9%

レタス 6.3 1.0%

なす 3.3 0.5%

その他 1.7 0.3%

合計 634.5 100.0%
資料：Statistics Canada（カナダ統計局）

表２　施設数と栽培面積
施設数（棟）  面積（ha） １施設当たり

面積（ha）
ケベック州 250 115 0.46
オンタリオ州 330 1,167 3.54
ブリティッシュコロンビア州 154 326  2.12

カナダ全体 887  1,688  1.90
資料：AAFC（カナダ農務省）
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トマトについては露地と施設で生産され
ており、露地が施設を上回っている（図
４）。施設栽培では、オンタリオ州が生産
量の７割近くを占める（図５）。大規模な
オランダ栽培方式が採用されており、軒高
は５メートル程で、二酸化炭素制御などが
備わっている。多くの施設で土を使用しな
い水耕栽培が採用され、培地の種類には、

ロックウール、おがくず、ココナッツ繊維、
ピートモスなどがある。ロックウールが最
も多いが、ココナッツ繊維は、環境への配
慮を危惧した一部の生産者の間で人気が高
まっている。マルハナバチを利用した人工
授粉を導入している施設が多いが、機械装
置を使用している生産者もいる。
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図５　州別の施設栽培トマト生産量の推移

図４　トマト生産量の推移

資料：AAFC、STATCANADA（カナダ農務省、カナダ統計局）

資料：Statistics Canada（カナダ統計局）
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表５　北米施設園芸企業TOP10（2016）
No. 企業名 国 地域 主要品目 売上 従業員 備考

1
Tavlor 
Farms

米国 カリフォルニア 野菜 30億ドル 10,000人 野菜加工【サラダなどに使用】、ソー
ラーパネル、風力タービン、および燃料
電池からのエネルギーを使用

2

Fresh　
Express

米国 ジョージア、アリ
ゾナ、フロリダ
（カリフォルニア
の中央海岸地域が
拠点）

野菜 ９億4300
万ドル

（2014年）

300人以上 野菜の加工では世界最大の会社、チキー
タブランド

3 Mastronardi 
Produce Ltd

カナダ オンタリオ 野菜、
果実

Sunsetが主力ブランド、北アメリカの
温室栽培のパイオニア

4

Earthbound 
Farm

米国 カリフォルニア
（本社はコロラド）

野菜、
果実

５億6600
万ドル

（2015年）

オーガニックブランド、2013年White 
Waveに買収され、さらに2017年　
Danone North AmericaにWhite Waveが
買収される Danoneグループの一員に

5
Dole 米国 世界中（本社　カ

リフォルニア）
果実 70億ドル 90カ国で平

均36,000人
以上

6 Monrovia 
Nurseries

米国 カリフォルニア 植物、花 ４億8700
万ドル

7 Nature　
Sweeet

米国 テキサス、メキシ
コ、アリゾナ

野菜（特に
トマト）

8 Costa Farms 米国 マイアミ、南カリ
フォルニア

植物、花 ３億ドル 4000人 ドミニカ共和国でも植物を育てる　中国
は事務所をもつ

9
Color Spot 
Nurseries

米国 カリフォルニア 植物、花 1600人
（合併後
3000人）

温室栽培の業界ナンバー1、卸売業者、
Altman Plantsが吸収合併

10
Village 
Farms

カナダ ブリティッシュコ
ロンビア、メキシ
コの東海岸

野菜（特に
トマト）

1.5億ドル 上場会社

資料：Hillenraad 2016
　注：売上は2016年発表の記事のためそれ以前のもの

（１）　栽培期間
露地栽培の収穫ピークは、７～ 10月、

施設栽培はピークの７～９月を挟んで３～
12月となっている。施設で周年供給を試
みる企業も増加しているが、太陽光が弱く、
温度が最も低い時期に生産すると生産効率
が悪く、コスト増となることから、12月
から２月は生産を制限している企業が多
い。

（２）　主要生産企業
園芸業界で有名な企業100社を扱うオ

ランダの情報誌「Hillenraad2016」によ
ると、北米における売上高と影響力に基づ
く施設園芸企業トップ10にカナダから
２ 社 が ラ ン キ ン グ し て い る（ 表 ５）。

Mastronardi Produce 社とVillage Farms
社は、両社とも積極的に輸出展開している。
ア　Mastronardi Produce社

SUNSETブランドを展開する施設栽培
企業で60年の歴史があり、現在のトップ
は４代目である。取扱商品はトマト、パプ
リカ、きゅうり、なす、オーガニック商品
で、トマトは品種開発にも注力している。
また、販売時に包装するプラスチックの
ケースについても、環境に配慮するなど、
持続可能な取り組みにも力を入れている

（写真１）。オンタリオ州に本社があり、米
国のミシガン州、フロリダ州、カリフォル
ニア州のサリナスやテキサス州に拠点を設
けるほか、アジアなどへのアクセスの良さ
を理由に中東にも展開をしている。
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イ　Village Farms社
本社はブリティッシュコロンビア州と米

国のフロリダ州の２カ所にあり、米国やメ
キシコにも拠点を持つ大手施設栽培企業で
ある。主に生産しているのはトマト、きゅ
うり、パプリカとなっており、オーガニッ

クに対応できる商品もある（写真２）。ブ
リティッシュコロンビア州での生産につい
ては、天然ガスを利用するなど、生産コス
トの削減を実現している。生産量の７割を
米国に輸出する企業である。

写真１　SUNSETブランドのトマト 写真２　Village Farms社のトマト

（３）　生産コスト
生産コストについては、データが取得で

きたアルバータ州における施設栽培トマト
のデータに基づき分析する。アルバータ州
では、労務費が全体の32%となっており、
コストの中で一番大きな割合を占めてい
る。一方、日本でコストの４割強を占める
資材費や減価償却費については、両方合わ
せても約20%となっている（図６）。

また、カナダの生産者は、ＢtoＢ（企業
間取引）の観点から自社で販売戦略を立て
ており、マーケティング費が21%と大きな
割合を占めているが、日本では販売費は計
上されていない。日本では、農業協同組合
を通じての出荷が多く、販売は協同組合に
任されていることから、コストという認識
がないことが要因の一つとして挙げられる。

カ ナ ダ に は、 ＳAWP（Seasonal 
Agricultural Worker Program）という
養蜂や園芸、きのこ栽培、苗木生産といっ
た農業部門に限定した外国人労働者の受入
れ制度がある。この制度は、カナダ政府と
労働者を送り出した国との間で締結した
ルールに基づき実施される。対象となるの
は永住権を持たないメキシコとカリブ諸
国（注）の人々であり、雇用主は、最大で８
カ月間、雇用することができる。この制度
により2013年には４万人を受け入れた。
現在、施設園芸では、人件費の高騰によっ
て生産コストが圧迫されており、米国やメ
キシコとの競争の中で人材の確保は喫緊の
課 題 で あ る。 こ の こ と か ら、 政 府 は
SAWPの労働者に永住権を与えるなどの
処遇改善を検討している。
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図６　アルバータ州における施設園芸トマトの生産コスト（2017年）

資料：Alberta, Economics of Production and Marketing Greenhouse Crops in Alberrta

施設園芸という枠の中では、大麻栽培と
の競合も起きている。以前より医療用に限
定して栽培が認められていたが、2018年
６月の議会で大麻を娯楽目的で使用を認め
る法案が可決され、同年10月17日に合法
化された。合法化により、大麻の栽培面積
はこの１年間で６倍に拡大し、著名な大麻
取扱会社が農業企業と連携して栽培に乗り
出すなど生産拡大の動きが目立っている。
大麻とトマトは似た環境で栽培でき、生産
効率が良い上にトマトと比較して数十倍の
利益を得られることなどから、施設園芸業
界ではトマトから大麻に切り替える動きが
みられ、業界では大きな変化が起きている。

前述したVillage Farmsも大麻栽培のラ
イセンスを保持しており、これまでは医療
用マリファナ業界の成長に焦点を当ててき
たが、今後は娯楽分野にも進出する準備を
している。

注：カリブ諸国に含まれるのは、アンギラ、アンティグ
ア・バーブーダ、バルバドス、ドミニカ国、グレナダ、
ジャマイカ、モントセラト（英国海外領）、セイント・
クリストファー・ネーヴィス、セントルシア、セン
ト・ヴィンセントおよびグレナディーン諸島、トリ
ニダード・トバコ

（４）　消費動向
生鮮トマトの１人当たりの消費量をみる

と、2015年 以 降 は 減 少 傾 向 に あ り、
2017年は１人当たり年間7.79キログラ
ムとなっている（図７）。日本は約４キロ
グラムなので、カナダでは日本の約２倍の
トマトを消費していることになる。

スーパーマーケットの店頭では、一般的
な大玉トマト以外に枝付きトマトや在来種

（Heirloom Tomato）も多く目にする。
なかでもカットせずにスナック感覚で食べ
ることのできるミニトマトは、赤色だけで
なく黄色やピンク、紫といったカラフルで
バラエティに富み、生産者が独自に開発し
ている品種もある。

マーケティングの面では、日本と同様に
ビタミンCやβカロテンのほか、抗酸化作
用のあるリコピンが含まれることが消費者
へのアピールになっている。また、健康維
持を目的として、カナダ農産物マーケティ
ング協会（以下「CPMA」という）では、
2017年に連邦および州/準州政府に対し、
今後5年間で果物と野菜の消費量を20％
増加させるという目標値を提言している。



61野菜情報 2019.10

7.6 

8.27 

8.47 8.46 
8.57 

8.11 8.11 

7.79 

7.0 

7.2 

7.4 

7.6 

7.8 

8.0 

8.2 

8.4 

8.6 

8.8 

2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

（㎏/人） 

（年） 

図７　生鮮トマトの１人当たりの消費量の推移

資料：STATCAN（カナダ統計局）

４　流通動向

生産者は収穫後に直接、契約先へ納入す
ることが多い。国内のスーパーなどの小売
店の場合は、集荷センターへ直接納入して
いる。多くの大規模生産企業は、自社にて
倉庫やパッキング工場などを保有しており、
複数の圃

ほ

場
じょう

から１カ所にまとめ、小売店な
どへ輸送している。ただし、州をまたいで
圃場がある企業については、各州に倉庫や
パッキング工場を保有しており、州をまた
いで集荷することはほぼない。また、米国
の大規模市場もターゲットとしていること
から、オンタリオ州やブリティッシュコロ
ンビア州およびケベック州といった米国本
土へ輸出しやすい地理的優位性を生かした
場所に、大型施設が立地している。物流に
ついては、トラック輸送が多く、オンタリ

オ州のある農場では、温度管理対応のトラッ
クが毎日200台程度、施設栽培のトマト、
きゅうり、パプリカなどを米国向けに輸送
している。米国内は、ニューヨークやボス
トンなどの東海岸の大都市が主だが遠くフ
ロリダまで運ばれることもある。

５　輸出動向

（１）　概況
カナダは野菜の輸出国であると同時に、

厳しい冬期には野菜生産が難しいため、多
くの野菜を輸入する国でもある。しかし、
施設野菜については輸出額が輸入額を上
回っている（表６）。2017年の輸出額は
約18億カナダドル（1495億円）、前年比
5.8％増となり、９割以上が米国向けであ
る（表７）。主な輸出品目はトマト、パプ

表６　野菜の貿易収支
2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年

百万
カナダドル 億円 百万

カナダドル 億円 百万
カナダドル 億円 百万

カナダドル 億円 百万
カナダドル 億円

野
菜
全
体

輸出額（A） 1,315 1,078 1,345 1,103 1,615 1,324 1,724 1,414 1,823 1,495

輸入額（B） 2,650 2,173 2,927 2,400 3,455 2,833 3,700 3,034 3,715 3,046

（A）-（B） ▲1,335 ▲1,095 ▲1,582 ▲1,297 ▲1,840 ▲1,509 ▲1,976 ▲1,620 ▲1,891 ▲1,551

施
設
野
菜

輸出額（C） 724 594 730 599 828 679 863 708 964 790

輸入額（D） 259 212 310 254 370 303 460 377 384 315

（C）-（D） 465 381 420 344 458 376 403 330 580 476
資料：STAT CANADA（カナダ統計局）
　注：野菜全体には冷凍と乾燥も含む
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リカとなっている。
一 方、 輸 入 額 は 約37億 カ ナ ダ ド ル

（3046億円）で、そのうち米国から22億
カナダドル、次いでメキシコから10億カ
ナダドルとなっている。米国からは主にト
マト、レタス、パプリカ、キャベツ、メキ
シコからはトマト、パプリカ、きゅうりが
輸入される。

輸出されるトマトの多くは、施設栽培で
ある。2017年の施設栽培トマトの輸出量
は15万3000トンとなっており、2016年
から増加傾向にある。輸出額についても、
2015年から増加傾向にあり、2017年は
約４億カナダドル（321億円）となって
いる（図８）。輸出増加の背景として、米

国における需要が高まる中、年間で供給で
き、施設内で環境制御をして栽培している
ことから、品質が安定していること、そし
て、需要側の求めるサイズなどに対応でき
ることが挙げられている。

一例として、米国のファストフード
チェーン「ウェンディーズ」は2018年１
月、2019年からカナダと米国の施設栽培
トマトのみを使用すると発表した。同社は、
安定した味、品質および供給が実現可能で
あることをその理由としている。また、施
設内栽培である強みから、農薬使用量を制
限し、需要の高い風味（flavor）の良い品
種の開発が可能である点も挙げている。

     
 

 

293
 265

 

315 298 
311 

342 
391 

0 

50 

100  

150  

200  

250  

300  

350  

400  

450  

0 

20 

40 

60 

80 

100  

120  

140  

160  

180  

2011  2012  2013  2014  2015  2016  2017  （年）

（千トン） 

輸出量（千トン） 輸出額

136 132 127 134 125
140 153

136 132 127 134 125
140 153

136 132 127 134 125
140 153

（百万カナダドル）

（百万カナダドル）

図８　施設栽培トマトの輸出量および輸出額の推移

表７　国別・野菜輸出額（2017年）
百万カナダドル 億円 割合

米国 1,782.49 1,461.6 97.8%

オランダ 18.89 15.5 1.0%

日本 9.33 7.7 0.5%

フランス 2.19 1.8 0.1%

イスラエル 1.31 1.1 0.1%

カナダ全体 1,823.45 1,495.2 100.0%
資料：Statistics Canada（カナダ統計局）

資料：STATCAN（カナダ統計局）
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図10　米国における施設栽培トマトの国別輸入量推移（カナダおよびメキシコ）

（２）　米国向け
施設栽培トマトの輸入量は、メキシコ産

が最も多く、次いでカナダ産となっている。
輸入額の推移をみると、2010年にはメキ
シコはカナダの2.3倍程度であったが、
2018年には4.7倍とその差は拡大してい
る（図９）。月次輸入数量の推移をみると、
カナダの生産ピークである夏・秋のシーズ
ンが多くなっている（図10）。この時期は、
メキシコ産が端境期であるため、カナダ産
のシェアが拡大しており、2018年７月は
４割をカナダ産が占めている。

北米では、カナダ産の生鮮トマトは付加
価値の高い高価格帯商品、メキシコ産はコ
モディティ市場を攻略する商品とされてい
る。特に米国市場において、カナダ産トマ
トは数量も生産コストもメキシコ産に勝て
ないが、付加価値を高めることで施設栽培
トマトの活路を見いだしている。しかし、
2016年にはオンタリオ州の施設栽培企業
がメキシコ産の施設栽培野菜のラベルをカ
ナダ産に張り替え、カナダ国内の小売店で
販売していたことがカナダ食品検査局によ
り摘発され、有罪となった。多くのトマト

資料：USDA GATES
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日数 時間帯 実施内容

夜 日本からオーダーが入る

朝 パッキングを実施

昼 CFIAの検査

夕方 証明書発行後、貨物取扱会社へ持ち込み

夜 フライトで日本へ（約12時間）

２日目 午前中 日本着

１日目

倉庫・ 

パッキンング工場 
貨物取扱会社 

・ 小売・

流通業社 

（日本国内） 

CFIA 

輸出 

圃場D

圃場C

圃場B

圃場A

輸入業社

図11　日本向け輸出のフロー

表８　輸出スケジュール
日数 時間帯 実施内容

夜 日本からオーダーが入る

１日目

朝 パッキングを実施
昼 CFIA の検査

夕方 証明書発行後、貨物取扱会社へ持ち込み
夜 フライトで日本へ（約 12 時間）

２日目 午前中 日本着
資料：ブリティッシュコロンビア州の業者に聞き取りにより作成

施設栽培企業が米国、メキシコそしてカナ
ダの３カ国に拠点を持ち、米国の一大市場
を目指して出荷しているため、このような
ケースも発生するという。

（３）　日本向け
カナダ産トマトの輸入量は、増加傾向で

推移しており価格が良いため、今後も、堅
調に推移するものとみられている。しかし、
CFIA（カナダ食品検査庁）の証明書を必
要とされていることから、輸出業者にとっ
ては、同じアジアでも証明書を必要としな
い香港やシンガポールの方が輸出しやすい
環境にある。

日本向けのトマトの多くは、一度、倉庫・
パッキング工場に運ばれ、輸出先の要望に
合わせた重量や入数を段ボールに詰めてい
る。その後、CFIAの検査を受け、証明書
が発行され次第、航空便で輸出している。

（図11、表８）。
品種は、ミニトマトなど小型の需要が増

えてきている。

おわりに

日本向けのトマトについては輸出量が増
加傾向にあり、風味を重視したスナック感
覚で手に取れるミニトマトが中心となって
いる。日本国内で生産されるトマトも、高
リコピントマトやGABAトマトなど機能
性を訴求した品種や、カラフルなトマトな
ど、高付加価値路線となっている点で似て
おり、日本の消費者のニーズに合えば風味

（flavor）トマトという分野においては競
争力を保っていくのではないかとみられ
る。

カナダにおいては生産企業と外食産業の
間でBtoBの動きが大きくなっており、オ
リジナル品種の開発を通した独自性と安全
性の確保という戦略が垣間見えるが、日本
へ輸出されるトマトについては既に顧客が
ある程度、固定化しているものと思われ、
消費者向けの販売先拡大が今後のポイント
になるものと思われる。

日本向けが増えているとはいえ、施設栽
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米国を中心とした北米における施設栽培トマトの消費トレンドは、少し前は枝付きト
マト（tomato on the vine: ６〜10個程度が房になったトマト）が注目されていたが、
最近では風味（flavor）がよいトマトが注目されている。施設栽培については、土壌を
介さず、ガラスやフィルムを通した日光を使用していることから、味気ないと表現され
ることが多い。そのため、風味を重視した品種の研究開発を進める生産者も増えている。

一方、形も重要だとする生産者もいる。香り、酸味、糖度、みずみずしさなどの風味は、
トマトを評価する上で重要な指標となるが、何よりも見た目が消費者を捉えないことに
は消費につながらない。そのため、両者を揃えた品種開発に向けて、オランダから種子
を持ち込み、試験栽培を積極的に行っている。カナダの施設栽培トマト生産企業である
Nature Fresh社は、小粒トマト品種を開発し〝世界一小さいトマト〟として2018年
に販売を開始した。「Tomberry」という名前で販売されたトマトは、非常に小粒でス
ナック感覚で食べることができる。また収穫後３～４週間は持つため、サプライチェー
ン上においても強みを発揮できる。

【コラム】北米におけるトマトのトレンド

資料：Nature Fresh社ウェブサイトより

培トマトの輸出の９割近くが米国向けであ
り、米国ではメキシコ産に次ぐ大きな市場
を有している。メキシコ産トマトについて
は2019年5月、米国への最低輸出価格を
約束させる反ダンピング（AD）調査停止
協定を米国のトマト生産者の反対を受けて
更新できず、17.5％の輸入関税を導入す

るという事態が起きた。８月にはAD調査
の中止が決定したものの、メキシコ産トマ
トの多くが国境での検査を余儀なくされ
た。カナダ産とは出荷時期が異なるものの
カナダ、米国、メキシコの３カ国に拠点を
持つ企業も多いことから、今後、影響が出
てくることも想定される。


